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学年 男児 女児 合計
1年生 7  8 15
2年生 1  2  3
4年生 0  1  1
年長 0  1  1
年中 1  2  3
未就園児 0  1  1


































3．ねこのピート 22  3
8．ベル 20 15
5．へんしんマラソン 20  3
4．クイズ 18  1
1．おにぎりべんとう 12  1
6．できるかな？ 11  1
7．まどからおくりもの 11  0
2．おむすびころりん 10  0
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「ねこのピートは帰り道にみんなでうたいながら帰りました。」（1年生男児），「ねこのピートは毎日
口ずさんでいます。替え歌をして笑ってます。」（2年生女児），「ねこのピートの絵本がほしいと言わ
れました。」（年中女児），「歌も毎日口ずさんでノリノリでうたってます。「横井先生が歌の時に足が
動いてたよ」」（年長女児）と，絵本の中の歌が気に入り，替え歌したり，そのまま歌ったり，読み手
の歌っていた様子を語るなど，絵本の読み聞かせであっても絵よりも歌の方が印象深かったことが読
み取れる。
　次に多かった　8．ベルについて見てみると，「ベルをもう一度やりたいと言っていました。帰って
からはピアノで練習していました。」（1年生女児），「「きよしこの夜」が楽しかったようで帰ってか
らピアノで弾く練習をしていました。」（年中男児）と，ミュージックベルはワークショップでしかで
きないが，これがきっかけとなり，皆で演奏した曲を一人でピアノで弾いてみようとしたり，「「きよ
しこの夜」のドレミを口にしている」（1年生女児）のように，歌って再現するなどして楽しむ姿が
見られたことがわかった。また，「ハンドベルいいなぁと。」（2年生男児）と，体調不良で見学して
いた子どもも終了後に話していたことからも，ミュージックベルの演奏の楽しさが伝わったことがわ
かる。
　少数ではあるが，「できるかな？のロバが気に入ったようで家でもやっていました。」（1年生女児），
「できるかな？でロバの足けるポーズにはまって家でもずっとやっていました。」（2年生女児）と，
絵本の中に出てきた動物の動きを真似て遊んだり，「クイズがたのしかった」（1年生女児），「クイズ
など大好きなので話してました。」（2年生女児）と話題に上がったことがわかった。また，「昼休み
でいただいたおにぎりが美味しかったことばかり話していました。」（1年生男児）の様に，普通のお
にぎり弁当であっても，初めての場所で初めて会った子どもたちばかりと一緒に食べたおにぎりの味
はワークショップの印象とあいまって格別であったと思わせたのであろう。そして，「朗読のマネや
妹に読み聞かせをしてました。先生たち，お兄さんお姉さん大学のことなども聞いてました。」（2年
生女児）と，自分も実践者たちの様に読んでみたいと思ったことや，大学や大学生に興味を持ったこ
とがワークショップ終了後の話題から読み取ることができた。
表4　終了後話題にした内容とのべ数（人）
プログラム のべ数
3．ねこのピート 11
8．ベル 10
6．できるかな？  4
4．クイズ  3
2．おむすびころりん  2
1．おにぎりべんとう  1
5．へんしんマラソン  1
その他  1
保幼小連携を意識したワークショップの可能性の検討
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3.4　プログラムの内容について
　次に本研究対象のワークショップの教員の実施したプログラムについて考えたい。
　国語科教育を専門とする滝浪は「まどからおくりもの」を読み聞かせ，そこでは子どもたちが発し
た言葉を拾い上げて返答して読み進めた。
　算数科教育の専門の宇野は直前に読まれた「ねこのピート」の絵本の中からクイズを出した。スケッ
チブックに書かれたクイズ問題を見ながら子どもたちは回答した。そのクイズは前述の通り，オープ
ンエンドの問題が出された。
　保育内容「表現」を専門とする筆者は「ねこのピート」の絵本を，どの子どもも大きな声で答えや
すいように問いかけ，リズミカルに読み進め，さらに主人公が毎ページ歌う歌を子どもたちと共に歌
いながら進めた。また，ミュージックベルでは保護者が同伴していることから，階名を色分けした譜
面を用意し1枚ずつ配付，保護者に手伝ってもらいながらベルを鳴らすことができるようにした。
　3名の教員はそれぞれの専門の特徴を活かす形でプログラムを計画し実践した。参加者募集のチラ
シには，「国語・算数・音楽表現の専門家によるワークショップです。」と記載してあったので，保護
者は本ワークショップが実際には読み聞かせ中心のプログラムであったので，クイズに算数の要素が
含まれていることや絵本をリズミカルに身体を動かしながら見る，問いかけに答える，歌うことが音
楽的であることにはなかなか気付くことはなく，ベルの前まで参加した保護者のアンケートの感想に
は「「国語，算数，音楽表現の専門家によるワークショップ」ということで参加しましたが，読み聞
かせの国語の部分しか体験できず残念でした。大人の私でも読み聞かせが続くと少しあきてしまうの
で，読み聞かせの間に，音楽や算数要素を入れたらどうかと思いました。」（1年生男児）というもの
があった。しかし，その一方で「一つ一つが短くテンポがよかったので夢中になっているのがよくわ
かりました。参加するものが多く飽きずに楽しんでいました。」（1年生女児）や，「年齢が小さいの
で参加させても楽しめるかと思いましたけどお姉ちゃん達と一緒にやり本人もとても楽しそうにやっ
ていました。小学生から未就園児まで楽しめる内容でとてもよかったです。」（未就園女児）「4年生
で楽しめるだろうかと不安を抱きながらの参加でしたが，予想に反して大変楽しんでいました。」（4
年生女児），「年齢（学年）に関係なく，みんなが楽しめる内容でとても良かったと思います。」（年中
女児）との感想があった。また，子どもの感想に「クイズのこたえがいっぱいあってうれしかったで
す。」（1年生男児）や「クイズがいろいろ考えれて楽しかった。」（1年生女児），「クイズが楽しかった。
頭でいろいろ考えたから。」（1年生男児）と，考える楽しさを感想として挙げている子どももいた。
これは，子どもたちが本プログラムに受け身ではなく，主体的に参加していたことがわかる感想と言
えよう。
　学校の授業のように時間の区切りで科目，内容が替わっていくのではなく，本ワークショップの様
に，それぞれの専門のねらいを持ちつつ絵本の読み聞かせを中心としたプログラムを実施し，参加者
は一貫してただ，目の前に出されたものを主体的に楽しむ，という保育的な活動であった。こういっ
た活動の考え方が，低学年の子どもたち対象のワークショップでは重要であると言えよう。
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4．まとめ
　国語科教育，算数科教育，保育内容「表現」それぞれを専門とする教員が保幼小連携を意識してワー
クショップを実施した結果，以下のことが明らかになった。
　（1） 絵本の読み聞かせを中心としたプログラムは，絵本に含まれる様々な内容によって，リズミカ
ルに読み進めたり一緒に歌ったりして子どもに表現的な刺激を与えることに繋がる。
　（2） ミュージックベルのようなタイミングを合わせて演奏しなくてはいけない楽器を使用すること
で，初めて会った子ども同士であっても音楽を通して皆で息を合わせることは楽しいと感じ
られ，皆でやることの楽しさを味わうことに繋がる。
　（3） 参加する子どもの姿を通して，小学校の教科教育と保育の教員がお互いの教育内容や方法を理
解することに繋がる。
　（4） 低学年の子どもたちの活動においては，教科や活動を区切るのではなく，保育的アプローチで
ボーダーレスな大きな流れの中で，エッセンスを大切にした活動プログラムが有用である。
　以上ワークショップに参加する子どもの様子や，終了後の保護者と参加者アンケートからワーク
ショップにおける教員によるモデル提示の有用性とプログラムについて検討してきたが，共にワーク
ショップの実践者として参加した学生たちにとって，目の前の子どもたちの生き生きとした反応は教員
の示すモデル以上のものがあったに違いないが，教員の考えたプログラムによって子どもの反応が起こ
ると考えれば，やはり教員によるモデル提示は有用性が高いと言えよう。本研究では，アンケートの結
果を中心に考察してきたが，本実践からの学生の学びについての結果の検討と活動内容を，もう少し
各教科の学びにつなげていくことも今後の課題となった。
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